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中学校理科の特性と観察，実験の意義

１ 中学校理科で育成を目指す資質・能力

〔中学校理科の目標〕

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，

実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

目標(１)は，育成を目指す資質・能力のうち，知識及び技能を示したものである。

自然の事物・現象についての観察，実験などを行うことを通して，自然の事物・

現象に対する概念や原理・法則の理解を図るとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けることが重要である。

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

目標(２)は，育成を目指す資質・能力のうち，思考力・判断力・表現力等を示した

ものである。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察・実験などを行い，

得られた結果を分析して解釈するなどの活動を行うことが重要である。

〔第１学年〕自然の事物・現象に進んで関わり，それらの中から問題を見いだす活動

など

〔第２学年〕解決する方法を立案し，その結果を分析して解釈する活動など

〔第３学年〕探究の過程を振り返る活動など

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

目標(３)は，育成を目指す資質・能力のうち，学びに向かう力，人間性等をを示し

たものである。

生徒の学習意欲を喚起し，生徒が自然の事物・現象に進んで関わり，主体的に探

究しようとする態度を育てることが重要である。

自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力については相互に関

連し合うものであり，目標(１ )から(３)は育成する順を示したものではないことに留

意することが大切である。

北海道立教育研究所附属理科教育センター

科学的に探究する力を育む実践力向上研修（中学校）
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２ 中学校理科の内容区分

科学的な概念の理解など基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図る観点から，

理科の内容区分を「エネルギー」，「粒子」，「生命」，「地球」の４区分とし，児童生徒

の発達の段階を踏まえ，小・中・高等学校を通じた理科の内容の構造化を図ったのであ

る。

小学校・中学校理科の「エネルギー」を柱とした内容の構成

※実線は新規項目。破線は移行項目。

中学校学習指導要領解説理科編（平成29年６月）
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小学校・中学校理科の「粒子」を柱とした内容の構成

※実線は新規項目。破線は移行項目。

中学校学習指導要領解説理科編（平成29年６月）

（文部科学省「小学校理科の観察，実験の手引き」より）
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小学校・中学校理科の「生命」を柱とした内容の構成

※実線は新規項目。破線は移行項目。

中学校学習指導要領解説理科編（平成29年６月）
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科学的に探究する力を育む実践力向上研修（中学校）

小学校・中学校理科の「地球」を柱とした内容の構成

※実線は新規項目。破線は移行項目。

中学校学習指導要領解説理科編（平成29年６月）



- 6 -中学校テキスト（2020）

中学校の理科の特性と観察，実験の意義

３ 探究の過程

理科においては，課題の把握（発見），課題の探究（追究），課題の解決という探究

の過程を通じた学習活動を行い，それぞれの過程において，資質・能力が育成されるよ

う指導の改善を図ることが必要である。そして，このような探究の過程全体を生徒が主

体的に遂行できるようにすることを目指すとともに，生徒が常に知的好奇心を持って身

の回りの自然の事物・現象に関わるようになることや，その中で得た気付きから疑問を

形成し，課題として設定することができるようになることを重視すべきである。

探究の過程

主体的に自然事象と関わり，それらを科学的に探
①自然事象に対する気付き

究しようとする態度。

見いだした関係性や傾向から，課題を設定する力。②課題の設定

見通しを持ち，検証できる仮説を設定する力。③仮説の設定

仮説を確かめるための観察・実験の計画を立案す
④検証計画の立案

る力。

観察・実験を実行する力。⑤観察・実験の実施

観察・実験の結果を処理する力。⑥結果の処理

観察・実験結果を分析・解釈する力。
⑦考察，推論

情報収集して仮説の妥当性を検討する力。など

考察・推論したことや結論を発表したり，レポー
⑧表現・伝達

トにまとめたりする力。

探究の過程の振り返り

⑨次の探究の過程 ・課題に対して実験方法や考察が妥当であるか検

討したり，新たな問題を見いだしたりする。

見通し

振り返り
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４ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

子どもたちが，学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し，これからの

時代に求められる資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び続けることがで

きるようにするためには，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進

することが求められる。

「主体的・対話的で深い学び」の実現とは，以下の三つの視点に立った授業改善を図

り，学校教育における質の高い学びを実現し，資質・能力を身に付け，生涯にわたって

能動的に学び続けるようにすることである。

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，

見通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主

体的な学び」が実現できているかという視点。

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考える

こと等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかとい

う視点。

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考

え方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査

して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創

造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点。

これらの三つの視点はそれぞれ独立しているものではなく，相互に関連し合うもので

あるが，児童の学びの本質としての重要な視点を異なる側面から捉えたものである。こ

れらの視点を基に日々の授業の改善を行い，児童の資質・能力を伸ばしていく必要があ

る。

独立行政法人教職員支援機構（NITS）主催の次世代型教育推進セミナーでは，主体的・対

話的で深い学びの視点からの学習過程の質的改善により実現したい子どもの姿をピクト

グラムでイメージ化することで，具体的に示している。

資質・能力の育成を目指す主体的・対話的で深い学びのイメージ図（NITS)
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主体的・対話的で深い学びにより実現したい子どもの姿【ピクトグラム一覧】（NITS)

ただし，このピクトグラムは，主体的・対話的で深い学びにより実現したい子どもの全

ての姿を表現したものではない。

中学校テキスト（2020）

中学校の理科の特性と観察，実験の意義
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５ 理科における「見方・考え方」

子どもたちが，学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し，これからの

時代に求められる資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び続けることがで

きるようにするためには，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進

することが求められる。理科においては，「理科の見方・考え方」を働かせ，見通しをも

って観察，実験を行うことなどの問題解決の活動を通して，「主体的・対話的で深い学び」

の実現を図るようにすることが重要である。

各教科等の「見方・考え方」は，「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で

思考していくのか」というその教科等ならではの物事を捉える視点や考え方である。

(1) 理科における「見方」

エネルギー 粒 子 生 命 地 球

主として 主として 主として 主として
見 方 量的・関係的な視 質的・実体的な視 多様性・共通性の 時間的・空間的な

点で捉える。 点で捉える。 視点で捉える。 視点で捉える。

これらの特徴的な視点はそれぞれ領域固有のものではなく，その強弱はあるものの，

他の領域においても用いられる視点であることや，これら以外にも，理科だけでなく

様々な場面で用いられる原因と結果をはじめとして，部分と全体，定性と定量などとい

った視点もあることに留意する必要がある。

(2) 理科における「考え方」

小学校では，各学年において，以下の考え方を重

視している。

「比較する」とは，複数の自然の事物・現象を対

応させ比べることである。比較には，同時に複数

の自然の事物・現象を比べたり，ある自然の事物・

現象の変化を時間的な前後の関係で比べたりする

ことなどがある。具体的には，問題を見いだす際に，

自然の事物・現象を比較し，差異点や共通点を明らかにすることなどが考えられる。

「関係付ける」とは，自然の事物・現象を様々な視点から結び付けることである。「関

係付け」には，変化とそれに関わる要因を結び付けたり，既習の内容や生活経験と結

び付けたりすることなどがある。具体的には，解決したい問題についての予想や仮説

を発想する際に，自然の事物・現象と既習の内容や生活経験とを関係付けたり，自然

の事物・現象の変化とそれに関わる要因を関係付けたりすることが考えられる。

「条件を制御する」とは，自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因につ

いて，どの要因が影響を与えるかを調べる際に，変化させる要因と変化させない要因

を区別するということである。具体的には，解決したい問題について，解決の方法を

発想する際に，制御すべき要因と制御しない要因を区別しながら計画的に観察，実験

などを行うことが考えられる。

「多面的に考える」とは，自然の事物・現象を複数の側面から考えることである。

具体的には，問題解決を行う際に，解決したい問題について互いの予想や仮説を尊重

しながら追究したり，観察，実験などの結果を基に，予想や仮説，観察，実験などの

方法を振り返り，再検討したり，複数の観察，実験などから得た結果を基に考察をし

たりすることなどが考えられる。

中学校では，これらの科学的に探究する方法を用いて考えることが大切である。

北海道立教育研究所附属理科教育センター

科学的に探究する力を育む実践力向上研修（中学校）
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〈MEMO〉


